
ボルネオの森はいま

あなたにとって、森林ってなんでしょうか。
たまの休みの癒しの場だったり、植物や動物を愛でる場所かもしれません。

一方、毎年世界では約 1,300 万 ha の森林がなくなっています。
一分間にサッカーのフィールド約 3.6 個分の面積です。
森林がなくなると、地球温暖化は進み、生物多様性が失われるといわれています。

マレーシアボルネオ島の先住民族にとってはそれだけではすみません。
森は、彼らの家であり、畑であり、文化そのものだからです。

ボルネオのサラワク州では、木材生産やパーム油（植物油脂）のための
土地への利用転換で森林が失われてきました。
森に生きてきた先住民族は、そうした資源を利用するわたしたちの
生活の裏側でその文化と尊厳を失いつつあります。

今回、25 年以上 NGOの活動家として現地の先住民族の人々とともに
戦い支えてきた環境保護団体 IDEAL 代表 Wong Meng Chuo 氏をお迎えします。
消費者であるわたしたちがいま何をすべきか、一緒に考えていきましょう。

● プログラム：
　13:00　開始
　　・ 映像上映
　　・ 講演１：「マレーシア・サラワク州における森林減少、
　　　　　　　及びサラワクの先住民族の慣習地とアブラヤシ開発」
　　　　　　　Wong Meng Chuo 氏（環境保護団体　IDEAL 代表）
　　・ 講演２：「サラワクの森林破壊と日本の市場の関わり」
　　　　　　　三柴淳一氏（FoE Japan）
　　・ 意見交換：「消費者であるわたしたちがすべきこと」
　　　　　　　講演者＋参加者の皆さん
　16:00 終了予定

● 日時：6月 8日（土） 13 時～16 時
● 会場：JICA 地球ひろば　大会議室（東京都新宿区市谷本村町 10-5）
● 共催： メコン・ウォッチ、国際環境NGO FoE Japan、地球・人間環境フォーラム、
　　　　サラワクキャンペーン委員会、熱帯林行動ネットワーク（JATAN）、
　　　　レインフォレスト・アクション・ネットワーク日本代表部
● 協力：市民外交センター、先住民族の 10 年市民連絡会、ナマケモノ倶楽部、
　　　　アジア太平洋資料センター（PARC)
●本セミナーに関する お問い合わせ
　　　　一般財団法人　地球・人間環境フォーラム
　　　　TEL：03-5825-9735　FAX：03-5825-9737　E-mail：gef@gef.or.jp

マレーシアからのゲスト来日セミナー

BORNEO FOREST NOW

熱帯林が支えるわたしたちの暮らし
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ボルネオの森は今 
2013年6月8日公開セミナー（東京） 

Wong+Meng+Chuo+

 ダヤク民族は、信念、社会規範、慣習法、
伝統慣行の体系である慣習（adat）に基
づき、生活や社会の営みを統制してきた$

  Adatは先住民族の土地所有・管理にも適
用される。各コミュニティーには、イバ
ン語で「pemakai**menoa」と呼ばれる定
められた領地がある。隣接する村とは
Pemakai*menoa（森林、水域、農地、他の
資源を含む）の境界線が定められている。$

 英国人ブルック一族の王朝（1841年～
1941年）はボルネオおよび東部列島に慣
習法が存在することを認めていた$

  1875年第9政令は先住民族の土地に対する
権利を制定し、認めた。1920年土地令と
して知られる1920年第8勅令は、慣習法に
基づく土地所有権を認めた。$

 英国植民地政権（1946年～1963年）は、
慣習的な権利を制限する一連の法律を制
定した。これらの法律は1958年土地法に
統合された。$

土地法第5条：「先住民族の慣習的な権利
（NCR）は、 
  (a)原生林を伐採して土地を占有すること 
  (b)果樹を植えること 
  (c)耕作地を占有すること 
  (d)墓地や聖堂として土地を利用すること 
  (e)通行権のために土地を利用すること 
  (f)他の合法的な方法（2000年に削除） 
によって確立され得る。」+
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 土地法は慣習法の下で保有されている、
より広範囲な領地も対象に含む。英国植
民地時代以前、これらの地域は、境界線
登記簿（Boundary$Books）や先住民族裁
判所(Native$Court)の判決で認定されてい
た。幅広い生活のニーズや将来の拡張に
必要な原生林エリアを含め、全ての村と
農地の境界線が定められていた。 

 英国植民地政府はこうした農地以外の土地を
「内陸地域」と分類し、官有地とした$

 さらに1958年土地法は、1958年1月1日以降
は許可なく先住慣習権を広げることを凍結す
る条項が盛り込まれた。よって、1958年にま
だ開墾されていなかった農地に関しては、そ
れ以降に発行された許可証を示せない限り、
先住慣習権を享受できなくなった。その発行
数は僅かだ。 

 マレーシアのサラワク州政府は、さらに
土地法を改正して土地に対する先住慣習
権を総面積150万ヘクタールに制限した。
1994年には土地大臣に先住慣習権を抹消
する権限が付与された。 $

  1996年には先住慣習権を主張する側にそ
の立証責任を課す法改正が行われた。州
政府は先住慣習地で操業するための暫定
的借地権（Provisional$Lease）を企業に与
えるようにもなった。$

 公社LCDAとプランテーション開発合弁契
約を締結するあらゆる当事者は「先住民」
とされる。 $

  LCDAが「先住民の地位」を有すると宣言
されたため、先住民族の土地所有者の「自
由で事前の、十分な情報を得た上での合
意」のないまま、広大な先住慣習地が（ア
ブラヤシ）プランテーション合弁事業のた
めに「解禁」された。 

  1981年以来、強権を握るサラワク州首席
大臣アブドゥル・タイブ・マハムッドは、
二重経済開発理論に明らかに与する大規
模プランテーション農業政策論を極めて
一貫して推進してきた。 $

 つまり、潜在的な土地開発の機会を捉え
るために国内外から資本と労働力が動員
されてきた。それは関連地域の政治経済
に大きく依存する。$

 サラワクで二重経済論がずっと推進され
ているのは、サラワク州の根深い縁故主
義の政治体制において、サラワク内外の
プランテーション・木材産業の民間企業
と政治エリートの双方のニーズに適ってい
るからだと言える。 
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 「サラワクにおけるアブラヤシ農園の拡
大は、様々な可能な道筋があり、それを
現在の方向に推進しているのは二重経済
ではなく、余剰の搾取と政治的な縁故関
係作りの機会を最大化する国家権力の行
使に他ならない」（R.A.$Cramb） 

�����　�
	��　　�	 

サラワクのアブラヤシ植栽面積（2006年10月）の種別内訳$

項目　　　　　　　　　　　　植栽面積（ha）　　　　面積の%+
独立した小規模経営者　++++++++++++++++++++++++++18,988++++++++++++++++++++++++++++　++3.3+
組織化された�小規模経営者+
–+SALCRA++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++45,178+++++++++++++++++++++++++++++++7.8+
–+FELCRA+++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++26,980++++++++++++++++++++++++++++++4.6+
小計　　�������������������������������������������������������������　+72,158+++++++++++++++++++++++++++++
12.4+

先住慣習地での�合弁事業　　　　������　+++33,193++++++++++++++++++++++++++++5.7+
官有農園�+
–+Sarawak+Plantation+Bhd+(formerly+SLDB)+24,445++++++++++++++++++++++++++++++4.2+
–+FELDA+Bhd++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++7,680++++++++++++++++++++++++++++++1.3+
小計　　���������������������������������������������������������������　++32,125+++++++++++++++++++++++++++++
5.5+

民間農園�+
–官民合弁(LCDA)++++++++　　　　　　　　++++65,527+++++++++++++++++++++++++++++11.3+
–+民間農園���������������������������������������������������　　  359,049++++++++++++++++++++++++++++61.8+
小計　　　　　　　　　　　　　　　   424,576+++++++++++++++++++++++++++73.1+
Grand+total+++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++　  581,040+++++++++++++++++++++++++100.0+

出典：サラワク農務局、サラワク土地開発省、土地管理開発機関、Sarawak+
Plantation社、R.A.+Cramb氏 
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 タイブ州首席大臣は、口先だけでなく、
実際に「二重経済論の再発明」を試み、
広大な公有地と慣習地を民間農園会社に
提供し、インドネシアから低賃金労働者
を受け入れる政策を推進してきた。一方、
様々な形態の小農（独立した、支援され
た、もしくは集団化した小農）による農
地拡大を抑制してきた。 

 ボルネオ島サラワク州において、農地や
森林が大規模なアブラヤシ・プランテー
ションに転換されているのは、グローバ
ル化する経済の力に容赦なく牽引された
「農地拡大」のように見えるかもしれな
い。 $

 日本市場の役割は？$

 それは、様々な可能な道筋や結果を伴い
得るプロセスである。政府内の様々な利
害当事者の間、農村コミュニティの中、
政府とコミュニティの間の係争があり、
最終的には、土地と森林資源へのアクセ
スを再分配する経済的、理念的、政治的、
法的な力の行使によって左右される。 

 調理用油脂 
 マーガリン、朝食用シリアル、揚げ菓子、
甘いお菓子、パン・ケーキ類から石鹸、
洗剤、化粧品に至るまで、スーパーで売
られている商品の半分ほどで使われてい
る。 

 飼料、バイオ燃料にも$
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 森林減少 
 生物多様性 
 持続可能性、土壌・水質汚染 
 野放図な野焼き 
 炭素排出 
 地元コミュニティーの破壊$
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オランウータンは伐採と密猟のために早ければ20年で絶滅すると英国WWFは警告する。+
過去50年で頭数は半分に減った。 
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転
換
、

ま
た
は
自
然
災
害
等
で
失
わ
れ
た

(F
R
A
,
2
0
1
0
)。

�
植
生
や
泥
炭
地
の
破
壊
に
よ
り
、
大
量
の
温
室
効
果
ガ

ス
が
排
出

�
泥
炭
湿
地
か
ら
の
莫
大
な
炭
素
放
出

-
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
だ

け
で
年
間
2
0
億
ト
ン
の

C
O
2
排
出

(W
e
tl
a
n
d
 I
n
te
rn
a
ti
o
n
a
l,
2
0
0
7
)

�
森
林
の
土
地
利
用
転
換
な
ど
に
よ
る

C
O
2
排
出
量
は
全
体
の

1
8
％

(ス
タ
ー
ン
レ
ビ
ュ
ー
,
2
0
0
7
)

ボ
ル
ネ
オ
の
森
は
い
ま

(2
0
1
3
年

6
月

8
日

)

木
材

製
品
名

木
材

製
品
名

木
材

製
品
名

木
材

製
品
名

P
ro

d
u
c
t

金
額

金
額

金
額

金
額

V
a
lu

e
 

(R
M

)
%

合
板
／
P
ly
w
o
o
d

3
,8
1
2
,8
7
4

5
1
.8
5

丸
太
／
L
o
g
s

1
,9
5
9
,8
6
5

2
6
.6
5

製
材
／
Sa
w
n
ti
m
b
e
r

8
2
2
,4
2
0

1
1
.1
8

繊
維
板
／
M
D
F
/
F
ib
re
B
o
a
rd

2
5
1
,0
5
0

3
.4
1

単
板
／
V
e
n
e
e
r

2
4
7
,1
7
7

3
.3
6

単
板
積
層
板
／
L
a
m
in
a
te
d
 V
e
n
e
e
re
d
 L
u
m
b
e
r

6
6
,3
4
5

0
.9
0

サ サササ
州
木

州
木
州
木

州
木
材
製
品

材
製
品

材
製
品

材
製
品
の ののの
輸
出
収
入
額

輸
出
収
入
額

輸
出
収
入
額

輸
出
収
入
額

(2
0
1
0
)

出
所
：

S
T
ID

C
(2

0
1
1
)

ボ
ル
ネ
オ
の
森
は
い
ま

(2
0
1
3
年

6
月

8
日

)

サ サササ
州 州州州
国 国国国
別
輸
出
収
入

別
輸
出
収
入

別
輸
出
収
入

別
輸
出
収
入
額 額額額

(2
0
1
0
)

国
名

国
名

国
名

国
名

金
額

金
額

金
額

金
額

(R
M

)
%

日
本

2
,3
9
2
,6
8
9

3
2
.5
3

イ
ン
ド

1
,1
8
4
,5
7
8

1
6
.1
1

台
湾

7
6
7
,7
8
5

1
0
.4
4

韓
国

7
0
0
,6
5
3

9
.5
3

中
東

6
2
5
,8
6
2

8
.5
1

出
所
：

S
T
ID

C
(2

0
1
1
)
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ボ
ル
ネ
オ
の
森
は
い
ま

(2
0
1
3
年

6
月

8
日

)

サ サササ
州
製

州
製
州
製

州
製
品 品品品
ご
と
ご
と
ご
と
ご
と
国
別
輸
出
収
入
額

国
別
輸
出
収
入
額

国
別
輸
出
収
入
額

国
別
輸
出
収
入
額

(2
0
1
0
)

第 第第第
1
位 位位位

第 第第第
2
位 位位位

第 第第第
3
位 位位位

丸
太

イ
ン
ド
（
6
0
％
）

中
国
（
1
3
％
）

日
本
（
9
％
）

製
材

タ
イ
（
2
7
％
）

台
湾
（
1
1
％
）

フ
ィ
リ
ピ
ン
（
8
％
）

合
板

日
本
（
4
8
％
）

韓
国
（
1
5
％
）

中
東
（
1
1
％
）

繊
維
板
（
M
D
F
）

日
本
（
7
5
％
）

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

（
9
％
）

半
島
マ
レ
ー
シ
ア

（
5
％
）

出
所
：

S
T
ID

C
(2

0
1
1
)

ボ
ル
ネ
オ
の
森
は
い
ま

(2
0
1
3
年

6
月

8
日

)

合
板

合
板
合
板

合
板
と
は

と
は
と
は

と
は

?

ボ
ル
ネ
オ
の
森
は
い
ま

(2
0
1
3
年

6
月

8
日

)

家
具

引
家

具
引

家
具

引
家

具
引

き ききき
出 出出出
し
の

し
の

し
の

し
の
底
板

底
板

底
板

底
板

屋
根

下
地

屋
根

下
地

屋
根

下
地

屋
根

下
地

床 床床床
下

地
下

地
下

地
下

地
壁

下
地

壁
下

地
壁

下
地

壁
下

地
／ ／／／

捨 捨捨捨
て ててて
貼 貼貼貼
り りりり

�
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
台

板
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
台

板
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
台

板
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
台

板

�
イ
ベ
ン
ト
会

場
ブ
ー
ス

イ
ベ
ン
ト
会

場
ブ
ー
ス

イ
ベ
ン
ト
会

場
ブ
ー
ス

イ
ベ
ン
ト
会

場
ブ
ー
ス

�
そ
の

他
・
・

そ
の

他
・
・

そ
の

他
・
・

そ
の

他
・
・

ボ
ル
ネ
オ
の
森
は
い
ま

(2
0
1
3
年

6
月

8
日

)

日
本

日
本
日
本

日
本
の ののの
合
板
輸
入
量
推
移

合
板
輸
入
量
推
移

合
板
輸
入
量
推
移

合
板
輸
入
量
推
移

1
9
9
0
-
2
0
1
1

0123456

1990

1991

1992

1993

1994

1995

1996

1997

1998

1999

2000

2001

2002

2003

2004

2005

2006

2007

2008

2009

2010

2011

Import of plywood

Millions m3

M
a
la

y
si

a

In
d

o
n

e
si

a

C
h

in
a

G
ra

n
d

 T
o

ta
l

出
所
：
通
関
統
計
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ボ
ル
ネ
オ
の
森
は
い
ま

(2
0
1
3
年

6
月

8
日

)

マ
レ
ー
シ
ア
の

マ
レ
ー
シ
ア
の

マ
レ
ー
シ
ア
の

マ
レ
ー
シ
ア
の
合
板
生
産
量

合
板
生
産
量

合
板
生
産
量

合
板
生
産
量
の ののの
推
移
推
移
推
移
推
移

x1,000m3

出
所
：

F
o
E

A
p
a
c
(2

0
1
3
).

ボ
ル
ネ
オ
の
森
は
い
ま

(2
0
1
3
年

6
月

8
日

)

2
0
0
7
年 年年年
の
デ
ー
タ
か
ら

の
デ
ー
タ
か
ら

の
デ
ー
タ
か
ら

の
デ
ー
タ
か
ら

�
木
材

木
材
木
材

木
材

(用
材

用
材
用
材

用
材

)需
要
量

需
要
量

需
要
量

需
要
量
に
お
い
て

に
お
い
て

に
お
い
て

に
お
い
て
合 合合合

板 板板板
は ははは
約 約約約

1
4

%

�
合
板
需
要
内
訳

合
板
需
要
内
訳

合
板
需
要
内
訳

合
板
需
要
内
訳
： ：：：
構
造
用

構
造
用

構
造
用

構
造
用

4
0

%
, 

フ
ロ
ア

フ
ロ
ア

フ
ロ
ア

フ
ロ
ア
台
板

台
板
台
板

台
板

4
6

%
, 
型
枠

型
枠
型
枠

型
枠

1
4

%

�
合
板
総
輸
入
量

合
板
総
輸
入
量

合
板
総
輸
入
量

合
板
総
輸
入
量
に
お
け
る

に
お
け
る

に
お
け
る

に
お
け
る
割
合

割
合
割
合

割
合
： ：：：

マ マママ
5

5
%

,
イ イイイ

3
3

%
,
中 中中中

8
%

こ
れ

ら
の

数
値

か
ら
推

計
す
る

こ
れ

ら
の

数
値

か
ら
推

計
す
る

こ
れ

ら
の

数
値

か
ら
推

計
す
る

こ
れ

ら
の

数
値

か
ら
推

計
す
る
と ととと

マ マママ
輸

入
量

の
輸

入
量

の
輸

入
量

の
輸

入
量

の
3
2
%
が

型
枠

合
板

が
型
枠

合
板

が
型
枠

合
板

が
型
枠

合
板

と
考

え
ら
れ

と
考

え
ら
れ

と
考

え
ら
れ

と
考

え
ら
れ

る るるる

木
材
(用
材
)需
要
内
訳

ボ
ル
ネ
オ
の
森
は
い
ま

(2
0
1
3
年

6
月

8
日

)

グ
リ

ー
ン

グ
リ

ー
ン

グ
リ

ー
ン

グ
リ

ー
ン

購
入

法
基

本
方

針
購

入
法

基
本

方
針

購
入

法
基

本
方

針
購

入
法

基
本

方
針

(2
0
0
6
年 年年年
4
月
改
正

月
改
正

月
改
正

月
改
正

)

�
判
断
の
基
準

(必
須
事
項
)

1
.
間
伐
材
、
林
地
残
材
又
は
小
径
木
で
あ
る
こ
と

2
.

1
.を
満
た
す
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
原
料
と
し
て

使
用
さ
れ
る
原
木
は
、
そ
の
伐
採
に
当
た
っ
て
生
産

さ
れ
た
国
に
お
け
る
森
林
に
関
す
る
法
令
に
照
ら
し

合
法
な
木
材
で
あ
る
こ
と

�
配
慮
事
項

�
原
料
と
し
て
使
用
さ
れ
る
原
木
(間
伐
材
、
林
地
残

材
、
小
径
木
を
除
く

)は
、
持
続
可
能
な
森
林
経
営

が
営
ま
れ
て
い
る
森
林
か
ら
産
出
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
こ
と

ボ
ル
ネ
オ
の
森
は
い
ま

(2
0
1
3
年

6
月

8
日

)

�
コ

ン
ク

リ
ー

ト
型

枠

�
再
生
材
料
を
使
用
し
た
型
枠

�
製

材
等

�
注
記
１
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
記
載

本
項
の
判
断
の
基
準
の
対
象
と
す
る
「
製
材
」
「
集

成
材
」
「
合
板
」
及
び
「
単
板
積
層
材
」
（
以
下
「

製
材
等
」
と
い
う
。
）
は
、
建
築
の
木
工
事

木
工
事

木
工
事

木
工
事
に
お
い

て
使
用
さ
れ
る
も
の
と
す
る

グ
リ

ー
ン

グ
リ

ー
ン

グ
リ

ー
ン

グ
リ

ー
ン

購
入

法
基

本
方

針
購

入
法

基
本

方
針

購
入

法
基

本
方

針
購

入
法

基
本

方
針

(2
0
0
6
年 年年年
4
月
改
正

月
改
正

月
改
正

月
改
正

)

型 型型型
枠

用
合

板
は

対
象

外
枠

用
合

板
は

対
象

外
枠

用
合

板
は

対
象

外
枠

用
合

板
は

対
象

外
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ボ
ル
ネ
オ
の
森
は
い
ま

(2
0
1
3
年

6
月

8
日

)

�
木

材
木

材
木

材
木

材
・ ・・・

木
材

製
品

木
材

製
品

木
材

製
品

木
材

製
品
の ののの
合

法
性

合
法

性
合

法
性

合
法

性
、 、、、
持

続
可

能
性

持
続

可
能

性
持

続
可

能
性

持
続

可
能

性
の ののの
証 証証証

明 明明明
の

た
め

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

た
め

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

た
め

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

た
め

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン

1
.
森
林
認
証
制
度
及

森
林
認
証
制
度
及

森
林
認
証
制
度
及

森
林
認
証
制
度
及
び びびび

C
o
C
認
証
制
度

認
証
制
度

認
証
制
度

認
証
制
度
を ををを
活
用

活
用
活
用

活
用
し
た

し
た
し
た

し
た
証
明
証
明
証
明
証
明

方
法

方
法
方
法

方
法

2
.
森
林

森
林
森
林

森
林
・ ・・・
林
業

林
業
林
業

林
業
・ ・・・
木
材
産
業
関
係
団
体

木
材
産
業
関
係
団
体

木
材
産
業
関
係
団
体

木
材
産
業
関
係
団
体
の ののの
認
定
認
定
認
定
認
定
を ををを
得 得得得
て ててて

事
業
者

事
業
者

事
業
者

事
業
者
が ががが
行 行行行
う ううう
証
明
方
法

証
明
方
法

証
明
方
法

証
明
方
法

3
.
個
別
企
業
等

個
別
企
業
等

個
別
企
業
等

個
別
企
業
等
の ののの
独
自

独
自
独
自

独
自
の ののの
取
組

取
組
取
組

取
組

(注 注注注
:ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ

構
築

構
築
構
築

構
築
な
ど

な
ど
な
ど

な
ど

)に
よ
る

に
よ
る

に
よ
る

に
よ
る
証
明
方
法

証
明
方
法

証
明
方
法

証
明
方
法

G
法 法法法

–
合

法
木

材
合

法
木

材
合

法
木

材
合

法
木

材
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン

ボ
ル
ネ
オ
の
森
は
い
ま

(2
0
1
3
年

6
月

8
日

)
1
4

�
木
材
・
木
材
製
品
の
合
法
性
、
持
続
可
能
性
の
証
明
の
た

め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

(林
野
庁
平
成
1
8
年
2
月
)に
お
け
る

定
義
は
以
下
の
と
お
り

�
合
法
性
:

伐
採
に
当
た
っ
て
原
木
の
生
産
さ
れ
る
国
又
は
地
域
に
お

け
る
森
林
に
関
す
る
法
令
に
照
ら
し
手
続
が
適
切
に
な
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

�
持
続
可
能
性
:

持
続
可
能
な
森
林
経
営
が
営
ま
れ
て
い
る
森
林
か
ら
産
出

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

合
法

性
合

法
性

合
法

性
合

法
性

と ととと
持

続
可

能
性

持
続

可
能

性
持

続
可

能
性

持
続

可
能

性
の ののの

定
義

定
義

定
義

定
義

ボ
ル
ネ
オ
の
森
は
い
ま

(2
0
1
3
年

6
月

8
日

)

It
e
m
s

Im
p
o
rt
 (
A
)

(1
,0
0
0
 m

3
)

E
v
id
e
n
c
e
 r
e
c
e
iv
e
d
 

(B
)

(1
,0
0
0
 m

3
)

(B
) 
/
 (
A
)

(%
)

L
o
g
s

2
,3
9
6

7
8
6

3
2
.8

L
u
m
b
e
r

2
,8
2
7

6
0

2
.1

P
ly
w
o
o
d

2
,0
5
2

1
,8
4
6

9
0
.0

O
th
e
r
p
a
n
e
ls

2
3
3

1
5

6
.5

To
ta
l

7
,5
0
8

2
,7
0
7

3
6
.1

輸
入
材

輸
入
材

輸
入
材

輸
入
材
に
お
け
る

に
お
け
る

に
お
け
る

に
お
け
る
「 「「「
合
法
材

合
法
材

合
法
材

合
法
材
」 」」」

出
所

：
J
L
IA
(2
0
1
0
)

証
明
書
あ
り
, 
A
p
ri
l 
2
0
0
9
-M

a
rc
h
 2
0
1
0

ボ
ル
ネ
オ
の
森
は
い
ま

(2
0
1
3
年

6
月

8
日

)

�
現
地

現
地
現
地

現
地

N
G
O
と
の

と
の
と
の

と
の
協
働
協
働
協
働
協
働
に
よ
る

に
よ
る

に
よ
る

に
よ
る

～ ～～～
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
ッ
ピ
ン
グ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
ッ
ピ
ン
グ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
ッ
ピ
ン
グ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
ッ
ピ
ン
グ
支
援
支
援
支
援
支
援

�
日
本
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催
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	deforestation in SarawakJ_6up
	Native Customary Land ContestationJ_6up
	セミナー20130608�_三柴



